
令和５年度 朝日中学校 部活動等 ガイドライン 230331

「令和５年度鶴岡市中学校部活動等ガイドライン」を受け、今年度からの朝日中学校の部
活動を以下の通りとします。

１ 部活動について
(1) 平日の授業日
① 平日の授業日を活動日とする。
② 活動日は週３日以内、休止日は月・木の２日間を基本とする。
③ 田川総体・田川新人・地区コンクールの２週間前は週４日活動することもできる。
ただし、朝日スポーツクラブ・スポ少・保護者会クラブの活動を含め、休止日を平日１日以上
設けるよう朝日スポーツクラブ・スポ少・保護者会クラブと調整を図る。

④ 朝の活動は行わない。
⑤ 活動時間は放課後２時間程度までとする。
⑥ 部活動としては延長練習及び夜間の練習は行わない。
⑦ 朝日スポーツクラブ・スポ少・保護者会クラブ等で土日連続して活動を行った場合は、翌週
のあらかじめ定められた部活動の活動休止日に加えて、活動予定日の少なくとも１日
は休止日とする。

(2) 休業日（土・日・祝日）
① 休業日（土・日・祝日）は部活動を行わない。
② 中体連・中文連主催の事業及び中体連・中文連主催・共催の大会（コンクール）につ
いては、教員（顧問）引率・指導の下、部活動として活動することもできる。

※土日２日間活動した場合は、平日の部活動の休止日以外に別の１日を休止日とする。
③ 以下の特例については、満たす要件に従い部活動として活動することもできる。

特例ⅰ 中体連主催大会の２週間前からの休日に行う「練習試合」については、教員が
引率・指導することもできる。また、文化部活動の大会（コンクール）の２週間
前からの休日に行う「通常の練習活動」については、教員が引率・指導すること
もできる。
※ただし半日程度とする。〔特例ⅰの対応は移行期のみ〕

※以下の特例ⅱは R5吹奏楽部には該当しない
特例ⅱ 「文化部活動」については、以下の要件及びやむを得ない事情がある場合、教員

の引率・指導の下で活動することもできる。
〔特例ⅱは移行期のみ及び体制が整うまで〕

〇活動を認める要件
休日の指導体制が整わない場合、及び学校施設が一般開放できない場合

〇活動を認めるやむを得ない事情
大会（コンクール）の３週間前からの休日
土日２日間の内１日（半日程度）以内
３連休の内２日（１日あたり半日程度）以内
※土日に連続しない祝日は校長判断とする

(3) 長期休業中
① 平日、週４回以内（１日３時間程度）の活動とし、土日祝日、閉庁日の活動は行わない。
② ある程度長期の休養期間を設ける。

(4) 活動の停止
◎安全上の配慮から、以下のようなときには活動を行わない。
① 管理にあたる者が活動場所に不在のとき。
② 学校内で感染症等が流行したとき、もしくはその恐れがあるとき。
③ 台風の接近や暴風雪警報の発令など、生徒の安全確保が困難なとき。



(5) 練習計画
① 部顧問は月ごとの練習計画一覧を作成し、校長の承認を得る。
② 練習計画一覧には 部活動の他、スポ少活動・朝日ＳＣの活動・保護者会クラブ・その他の
クラブの休日・夜間の活動計画も記載することとする。

③ 平日部活動の練習計画は、指導者・保護者と相談の上で部顧問が決定する。
④ 休日の練習計画は部顧問・保護者と相談の上で休日の代表指導者が決定する。練習試合
の調整には必要に応じて部顧問も入ることとする。

(6)配慮事項
① 学校の定期テスト前は適宜、活動停止期間を設けるなど、学習に向かわせるよう配慮す
る。

② 生徒の地域行事への参加を優先させる。
③ 部顧問は、平日の部活動に積極的に参加し、生徒の練習の様子を見届けるよう努める。
④ 部顧問は、休日の活動に関して、休日の指導者と情報の共有に努める。

２ 大会（コンクール）等への参加
① 「鶴岡市学校管理規則 第４条」に定められた、（長期休業中の平日における）県外および宿
泊を伴う大会（コンクール）等への部活動としての参加は、１年間につき３回以内および２泊３
日以内を基本とする。この場合、その必要性を考慮し校長が実施の判断する。
※あらかじめ市教委に届出を要する場合がある。

② 中体連・中文連が主催・共催する大会以外への参加については、朝日スポーツクラブ・ス
ポ少・保護者会クラブでの活動として対応する。

３ 休日におけるスポ少・朝日SC等の活動について

(1)活動母体（責任者・保険加入等）について
部活動 A：朝日 B：スポーツ C：保護者会 D：その他

スポーツクラブ 少年団 クラブ クラブ

基本的な 部活動 A朝日SC Bスポーツ少年団 C保護者会クラブ ともに朝日中
考え方 生徒を構成員とする活動であることに鑑み、部顧問・指導者・保護者

が連携を図りながら、教育効果や生徒・保護者・指導者の負担（疲労）、
生徒の学業との両立を考慮した活動に努めること。

・野球 ・野球 ・バレー ・吹奏楽 ・野球
・サッカー ・サッカー ・剣道 荘 内 ネ ク

活動母体 ・バレー サ ス 野 球
・剣道 クラブ
・吹奏楽 (朝日･櫛引･羽黒）

責任者 校 長 ・代表指導者 ・代表指導者 ・保護者会代表 クラブ代表

保険加入 ・スポーツ振興 ・クラブの保険 ・スポ少保険 ・スポーツ傷害 クラブで
センター保険 （登録時に加入） （登録時に加入） 保険等 加入する

（入学時に加入） 保険

練習計画 ・基本的な考え 基本的な考え方を踏まえ、スポ少・朝日SC・保護者
方を踏まえ部 会クラブ等の代表指導者が決定する。
顧問が決定 練習試合の調整（対戦校 場所）は必要に応じ部顧
校長が承認 問が入る。



活動詳細 (1)活動の詳細

①日曜日を活動休止日とする。それができない場合は土曜日とする
②活動を行う場合は土・日いずれか１日とする。

活動時間は３時間程度とする。
※土日連続して活動する場合は下記による。
ア：総体新人大会（コンクール）の２週間前
イ：土・日の大会（強化練習会を含む）に参加する場合
ウ：日曜日の大会に参加する場合の前日土曜日の活動
エ：活動の必要性や負担を考慮した上で校長が認めた場合。

③土・日連続で活動を行った場合は、翌週のあらかじめ定められた
部活動の活動休止日に加えて、活動予定日を少なくとも１日は休
止日とする。だたし総体新人の２週間前はこれによらないことが
できる。（平日４日活動）

④３連休の場合は、少なくとも１日を活動休止日とする。最終日が
望ましい。

※大会の直前であっても、３連休の３日連続活動は行わない。

４ 校長の責務
①本ガイドラインを教職員・生徒・保護者・朝日スポーツクラブ・スポ少指導者に周知す
る。

②部活動および朝日スポーツクラブ・スポ少の活動状況に対して、適切に指導・助言を行
う。

③県外及び宿泊を伴う活動については、市教育委員会に届け出る。

５ 学校の責務
(1) 情報の共有
①朝日スポーツクラブ・スポ少・保護者会クラブ等の活動状況の把握に努める。
②部活動の活動状況について朝日スポーツクラブ・スポ少・保護者会クラブ側への情報提
供に努める。
③テスト期間および感染症の流行等により部活動を停止するときは、その旨を朝日スポー
ツクラブ・スポ少・保護者会クラブ等の活動代表者に伝え、活動停止の共通理解を図る。

④保護者の理解と協力を得るため、部活動等の運営に関する説明を適切に行う。

(2) 連絡会等の設置
①部活動と朝日スポーツクラブ・スポ少・保護者会クラブ等との連絡会を設置し、適宜開
催する。

６ 朝日スポーツクラブ・スポーツ少年団・保護者会クラブ代表者の責務
(1) 活動目的の確認
① 朝日スポーツクラブ・スポ少・保護者会クラブへの加入が、強制ではなく任意であるこ
とを周知する。

② 生徒の実態を加味し、具体的な目標および活動内容等を設定する。その際、競技成績の
向上だけに偏らないよう配慮する。

(2) 指導方法の共通理解
①活動目的に沿った指導方法について、生徒・保護者・朝日スポーツクラブ・スポ少・保
護者会クラブ等の三者が共通理解を図るためのミーティング等の場を設定する。

(3) 大会や遠征、コンクールへの参加
①各種団体等が主催する大会やコンクール等への参加については、教育効果や生徒・保護
者への負担などを十分に勘案し、部活動顧問と協議及び精査した上で決定する。
※中体連主催・共催大会及び事業等以外は、朝日スポーツクラブ・スポ少・保護者会ク
ラブの体制で参加する。


